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	１学期に心にのこったことと二学期にがんばりたいこと
	　私は、２学期にがんばりたいことを考えるために、１学期のことを振り返りました。１学期に心に残ったことが２つあります。
	　１つ目は、○○先生とのおわかれの会です。○○先生は、赤ちゃんを産むためにしばらく学校をお休みすることになりました。ありがとうと、がんばってくださいの気持ちをこめて、みんなで会の準備をしました。どうしたら先生に楽しんでもらえるかを考えながら、カードを書いたり、かざりを作ったり、出し物を考えたりしました。はじめは少し不安もありましたが、みんなで協力したおかげで、思い出に残る会になりました。そして、７月２８日に元気な女の子が生まれたそうです。○○先生と赤ちゃんが元気だと聞いて、とてもうれしかったです。
	　２つ目は、４年生いつもありがとう会です。３年生が国語の学習で４年生への招待状を書き、会に招待してくれました。いつもやさしくしてくれたり、勉強を教えてくれたりしてありがとうと言われて、とてもうれしかったです。３年生は初めての複式学級で、分からないことや戸惑うこともあったと思います。私たちは当たり前だと思って教えたり手伝ったりしていましたが、そのことが３年生の役に立っていたと知ることができました。このように、一学期は協力することや、自分では当たり前だと思っていることでも、だれかの役に立つことがあると学びました。その気持ちを大切にして、２学期も勉強や学校生活をがんばりたいと思います。
	　次に、２学期にがんばりたいことを２つ話します。
	　１つ目は、社会です。社会は私たちのくらしや将来につながる大切な学習だと思います。先生の話を聞いて、友達と協力しながら学習します。自分でも進んで調べて社会をもっと好きになりたいです。
	　２つ目は国語です。２学期は今まで以上に言葉の力を身に付けたいです。話し合ったり、教え合ったりして、自分にとってだけでなく、だれかの役に立てたらいいなと思います。また、私は漢字が少し苦手なので、毎日の自学や宿題を続けてたくさん漢字を覚えます。
	　２学期も、友達と協力して楽しく学校生活を送りたいです。
	１学期に頑張ったことと２学期に頑張りたいこと
	　私が１学期に頑張ったことは、２つあります。
	　１つ目は、苦手なことに挑戦したことです。たとえば算数の時間、好きな問題ばかりしていると、苦手なところはいつまでたってもできるようになりません。そこで、苦手な問題にも進んで取り組むようにしました。やり直しをするのは大変でしたが、少しずつできるようになり、うれしかったです。
	　２つ目は、毎日コツコツがんばったことです。国語の学習で毎日漢字の練習をしました。一度にたくさん覚えようとすると、かえって覚えられなくなってしまいます。毎日少しずつ練習を続けました。そうすると、前よりたくさんの漢字を覚えられるようになりました。
	　１学期は挑戦することと、毎日コツコツがんばることの大切さを学びました。
	　２学期に頑張りたいことは、２つあります
	　１つ目は、算数の計算です。苦手なところを復習して、もっと速く正確にできるように、なりたいです。計算の力をつけて難しい問題にもあきらめずに挑戦したいです。
	　２つ目は、漢字をより多く覚えることです。２学期は、毎日漢字練習帳に書く練習やキュビナをつかったたしかめ、自学にも練習を取り入れます。新しく学習した漢字は文を書くときに使って、しっかり身に付けていきます。漢字テストで百点を取ることを目標にしていつも応援してくれている家族を喜ばせたいです。
	　２学期も、１学期に学んだことを大切にして、どんなことにも挑戦し、毎日コツコツ努力して頑張りたいです。

